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１１月２２日にやなせたかし記念館は、リニュ

ーアルオープン（昨年の３月２９日）から２０万

人目となるお客様をお迎えしました。

　記念すべき２０万人目は、香川県観音寺市から

お越しの前田晃宏さんとそのご家族で、やなせう

さぎと依光市長から、お花と記念の品を贈呈しま

した。

　やなせたかし記念館アンパンマンミュージアム

は、今年の７月２１日に開館３０周年を迎えます。

今後も、皆さんに楽しんでいただける魅力的な展

示や企画をお届けし、次の節目を迎えられるよう

に努めてまいります。

やなせたかし記念館やなせたかし記念館
リニューアルオープン後リニューアルオープン後

入館者数入館者数２０万人達成０万人達成

▲ 左から樫尾篤紀さん、笹貫淳子さん（アートク
　 ロッシングものべディレクター）、山本直子さ
　 ん・楠瀬朋葉さん (土佐山田・あーとリンク実行
　 委員会）、上村菜々子（アーティスト）さん

▲ 開会式が行われた野市ふれあい広場で撮影
Ⓒ やなせたかし
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●市からのお知らせ

●ごみ出し通知機能

●A Iチャットボット機能
 ※ A I チャットボットとは、皆さんからの
　  ご質問に対し、A I の機能を用いて回答
　  を自動的に提示するサービスです。

１０月に子育てセンターなかよし、子育てセンタ

ーびらふ、大栃保育園それぞれで、子育てセンター

の利用者や園児の保護者、地域の方々を対象とした

ファーストスプーン作りが行われました。このイベ

ントには「緑の募金」が活用されており、小さい頃

から木に触れて、自然を大切にしてほしいという思

いから実施されています。

　各会場には託児スペースがあり、日ごろ子育てに

励む皆さんも育児から離れ、２時間集中して作って

いました。大栃保育園では、ファーストスプーンを

作っている保護者のすぐ隣で、園児を対象とした木

工体験が実施され、木の葉やドングリ、松ぼっくり

などと、木からできた「木粉ねんど」を組み合わせ、

思い思いの作品を作りました。

　参加者の皆さんは、世界で一つだけのスプーンを

一生懸命作っていて、木の心地よさや自然の大切さ、

お子さんへのたくさんの愛情が感じられるイベント

となりました。

ファーストスプーンづくりファーストスプーンづくり

１１月７日に聖建築研究所 (土佐山田町東本町) で、インス

タグラムの配信イベント (アカウント ｢ monobegawa_kochi 

ものべすと｣ ) が行われ、樫尾篤紀さんがゲスト出演しました。

　この生配信では、香美市立美術館や土佐山田商店街で開催

された「土佐山田・あーとリンク２０２５」(１１月１日～９日) 

と、物部川エリアでの観光博覧会実行委員会の主催で開催さ

れた「アートクロッシングものべ」(１１月７日～２４日) の内

容が紹介されました。樫尾さんは「絵が好きになったのは、

小さい頃に見たゴッホの『ひまわり』がきっかけ」｢１８年過

ごした香美市。自然豊かできれいな川、人のよさ、あたたか

さが魅力」「あんぱんの舞台となった香美市に観光ついでに

でも良いし、アートにふれて楽しんでほしい」と話していま

した。配信中には「樫尾さんかっこいい」など、ファンの

方々からの応援コメントが寄せられました。

　また翌日の１１月８日には、香美市・南国市・香南市を巡る

コースで開催された ｢ものべすと周遊ライド２０２５ (主催＝物

部川エリアでの観光博覧会実行委員会) ｣ の開会式にもゲスト

出演していただきました。開会式でのあいさつ後は記念撮影

にも快く応じ、県内外から参加していたサイクリストも喜ん

でいました。樫尾さんは、趣味がサイクリングで、「仕事現

場にも自転車で移動することも多い」と話していました。

香美市出身で俳優の樫尾篤紀さんは、ＮＨＫの連続テレビ小説「あ

んぱん」への出演をきっかけに、今後さらなる活躍が期待される

ことから、昨年８月に観光大使に就任していただきました。

観光大使の樫尾篤紀さんが香美市を観光大使の樫尾篤紀さんが香美市をＰＲしてくれました！Ｒしてくれました！

　観光博「ものべすと」の一環として、１１月７

日～２４日の期間、物部川エリア（香美市・南国

市・香南市）の商店街をメインに、伝統と新しい

感性が出会うまちあるき×アートの芸術祭「アー

トクロッシングものべ」が初開催されました。

　香北町の“愛と勇気の道”とその周辺では、伝

統工芸「フラフ」や高知県ゆかりのアーティスト

が表現する現代の祝い布「アートフラフ」のほか、

物部川流域の風景写真が、空き店舗のショーウイ

ンドーや施設、広場などに展示されました。

　また期間中は、アーティストのトークイベント

や、作品解説と観光ガイドがセットになったまち

あるきも行われ、「普段アーティストのお話を聞

く機会がないので、作品に加えてまちの魅力も知

れて楽しかった」と参加者の声も寄せられました。

アートクロッシングものべアートクロッシングものべ
１１月８日に、物部川流域の香美市・南国市・香

南市を自転車で巡る「ものべすと周遊ライド」が

開催され、県内外から約１４０名が参加しました。

　イベントではミドルコース (７０km) とロング

コース (１１０km) が用意され、海・山・川の自然

や沿道のスポットを巡りながら、やなせたかしさ

んゆかりの地を走行しました。コースに設けられ

たエイドステーションでは、みかんや田舎寿司、

シャモ鍋などの地元グルメや特産品が振る舞われ、

サポーターとの交流も見られました。

　イベント当日は天候にも恵まれ、参加者からは 

｢景色が素晴らしく達成感があった｣ ｢地域の方の応

援が温かかった｣ ｢食べ物もおいしくて最高だった｣ 

などの声が聞かれ、ゴール後は満足した様子がう

かがえました。

ものべすと周遊ライドものべすと周遊ライド


